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(証券コード：8886) 

2024 年８月５日 

株 主 各 位 
 

 
名 古 屋 市 中 区 栄 四 丁 目 ５ 番 ３ 号 

 
取 締 役 社 長  林   知  秀 

 

第 42 回定時株主総会資料 

 

電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく 

書面交付請求による交付書面に記載しない事項 

 

 

１．事業報告の「会計監査人に関する事項」 

 

２．事業報告の「業務の適正を確保するための体制」 

 

３．連結計算書類の「連結注記表」 

 

４．計算書類の「個別注記表」 

 

 

第42期（２０２３年６月１日から２０２４年５月３１日まで） 

 

 

 

◎上記事項につきましては、法令及び当社定款15条の規定に基づき、書面交付請求

をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記

載を省略しております。 
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１．事業報告の「会計監査人に関する事項」 

 

(1) 名称 

ふじみ監査法人（一時会計監査人） 

（注）当社の会計監査人でありました監査法人東海会計社は、2023年８月24日開催の第41

回定時株主総会終結の時をもって会計監査人を退任しました。 

これに伴い、2024年９月12日開催の監査等委員会において、ふじみ監査法人（旧名

古屋監査法人）を一時会計監査人に選任し、同日付で就任しております。 

 

(2) 会計監査人の報酬等の額 

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 22,000千円 

当社が会計監査人に支払うべき金銭 

その他の財産上の利益の合計額 
22,000千円 

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取

引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分で

きませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を

記載しております。 

２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および

報酬見積もりの算定根拠の相当性について検証を行ったうえ、会計監査人の報酬

等の額について同意の判断をいたしました。 

 

(3) 非監査業務の内容 

該当事項はありません。 

 

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針 

監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断

したときには、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を

決定いたします。 

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場

合は、監査等委員全員の同意に基づき監査等委員会が、会計監査人を解任いたします。こ

の場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におき

まして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。 

 

(5) 責任限定契約の内容の概要 

該当事項はありません。 
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２．事業報告の「業務の適正を確保するための体制」 

(1) 取締役会における決議内容の概要 

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会

社の業務の適正を確保するための体制についての基本方針は以下のとおりであります。 

 

① 取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

a  当社はコンプライアンスに基づく企業倫理、経営環境の激しい変化に対応するため経

営組織体制の構築の重要性を認識し、内部統制システムの充実を最も重要な経営課題

の一つと位置づける。 

b  役職員が、法令および定款を遵守して職務執行を行い、かつ企業の社会的責任を果た

すため、取締役会を代表して代表取締役が全役職員に、経営方針および行動指針の趣

旨を伝える。 

c  内部監査室を監査等委員および代表取締役の直轄組織とし、各部署の業務が法令・定

款に基づいて実施されているかどうかを計画的に監査する。 

d  リスクマネジメント推進委員会を設置し、当グループのコンプライアンス基本方針の

周知等によりコンプライアンス経営を推進する。 

e  法令違反を早期に発見し、自浄作用を働かせるため、内部通報制度を運用する。 

 

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

取締役の職務の執行に係る情報および文書は、「文書管理規程」に基づき適切に記録・

保存・管理の運用を実施する。なお、取締役は、いつでも当該情報を閲覧することがで

きるものとする。 

 

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

a  各部門長は、職務権限規程により付与された権限の範囲で職務を遂行し、その権限を

超える場合は、稟議規程等に定めるところにより取締役あるいは執行役員の許可を要

することにより、事業の損失（リスク）を管理する。 

b  事業遂行部門の経営資源投入状況に対する内部牽制機能を担う部門として間接部門

を位置づけ、各事業のリスクを監視する。 

c  内部監査室は、各部門におけるリスク管理の状況に関して調査を行い、監査等委員会

および代表取締役に報告する。 

d  監査等委員会および代表取締役は、前項の報告に基づき問題点の把握を行い、リスク

管理体制の見直しを行う。 

e  監査等委員会は、常勤監査等委員による日常のモニタリングおよび内部監査室による

フォローアップ監査の報告等を通じて、前項の実効性を監視し、必要に応じて、取締

役会にて改善を提言する。 

 

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

a  定期の取締役会を月１回開催し、かつ必要に応じて随時取締役会を招集できる体制を

とることにより、重要事項の決定を迅速に行う。 

b  中期経営計画および年度計画を定め、当社として達成すべき目標を明確化する。 

c  取締役および執行役員で構成する業務遂行の審議機関である経営会議を月１回開催

し、意思決定の迅速化を図る。 

 

⑤ 当社およびその子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制 

a  子会社管理規程を定め、権限を適切に委任するとともに、当社への報告・事前付議事

項の基準を明確にして、適切な子会社管理を実施する。 

b  当社グループとしての適切な経営判断を行うため、子会社の責任者は、経営会議にお

いて自社の経営状況を報告する。 

c  当社の内部監査室は、定期的または随時、子会社に対する監査を実施する。 
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⑥ 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項 

a  内部監査室に所属する者は、監査等委員会の求めに応じて監査等委員会の補助業務

を行う。 

b  前項の他、監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合に

は、監査等委員会の意見をできるだけ尊重した上で人選し、その者を配置する。 

c  監査等委員会より監査業務に必要な指示を受けた当該使用人は、当該指示に関して

取締役（監査等委員である取締役を除く）およびその他業務執行組織による指揮命令

は受けず、独立してその職務を遂行する。 

 

⑦ 監査等委員会への報告に関する体制 

a  取締役（監査等委員である取締役を除く）および使用人は、当社または当社グループ

に対して著しい損害を及ぼす事実、重大な法令違反・定款違反が発生した場合あるい

はそれらの発生を予見した場合には、速やかに監査等委員会に報告する。 

b  当社は、前項の報告をした者に対して、当該報告をしたことを理由として不利な取扱

いを行わない。 

c  監査等委員は、取締役会の他、経営会議等の重要な会議に出席し、取締役（監査等委

員である取締役を除く）および使用人に対して、業務執行状況の報告を求めることが

できる。 

 

⑧ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

a  監査等委員である取締役のうち２名以上は社外取締役とし、対外的に透明性を確保

する。また、監査等委員である社外取締役が社内情報を把握するために、監査等委員

会の運営事務局である内部監査室が、監査等委員である社外取締役の要請に応じて

サポートを行う。 

b  監査等委員会は子会社の監査役との連絡会を定期的に開催し、監査が実効的に行わ

れるための連携を保つよう努める。 
c  監査等委員会は監査の実効性を確保するため、必要に応じて、弁護士や公認会計士な

どの社外専門家を活用することができる。また、監査等委員会が職務を執行すること

に係る費用は当社が負担する。 

 

⑨ 財務報告の信頼性を確保するための体制 

当社および当社グループにおける財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引

法および関連する法令等に準拠した財務報告に係る内部統制システムを整備するとと

もに、運用状況における有効性の向上を図る。 

 

⑩ 反社会的勢力の排除に向けた体制 

当社および当社グループは、市民生活や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的

勢力とは一切の関係を持たず、反社会的勢力からの不当要求・妨害行為に対しては、警

察や弁護士などの外部専門機関と緊密な連携の下、組織全体として毅然とした態度で対

応する。 
 

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

当社は、公正で健全なグループ企業活動を実践することを目的として「ウッドフレンズグ

ループ企業行動規範」を制定しております。その徹底を図るとともに、内部監査室による子

会社を含む定期的な業務監査の実施を通じて、不正行為の発見に努めるとともに、業務にお

いて改善が必要とされる事項を指摘し、実効性のある監査を実施しています。コンプライア

ンスにおいては、「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、グループ全ての従業員が遵守

できるよう推進に努め、一切の関係遮断を図る取組みを実施しております。また内部通報制

度および相談窓口を活用し、不祥事の未然防止、早期発見、改善防止に努めています。 
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３．連結計算書類の「連結注記表」 

 

（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項 子会社はすべて連結しております。 

なお、株式会社ウッドコンストラクション及び

株式会社ランバーランドについては、新規設立

に伴い、連結子会社としたため、当連結会計年

度より連結の範囲に含めております。 

 連結子会社の数 6社 

 連結子会社の名称 

森林公園ゴルフ場運営株式会社 

株式会社リアルウッドマーケティング 

株式会社プロパティウッド 

株式会社フォレストノート 

株式会社ウッドコンストラクション 

株式会社ランバーランド 

  

２．持分法の適用に関する事項 非連結子会社および関連会社がないため、該当

事項はありません。 

  

３．連結子会社の決算日等に関する事項 連結子会社のうち、森林公園ゴルフ場運営株式

会社の決算日は３月31日、株式会社プロパティ

ウッドの決算日は４月30日であります。連結計

算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書

類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な

取引については、連結上必要な調整を行ってお

ります。 

なお、その他の連結子会社の決算日は、連結決

算日と一致しております。 

  

４．会計方針に関する事項  

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法  

① 有価証券  

その他有価証券  

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算出） 

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法 

  

② 棚卸資産  

a.販売用不動産・仕掛販売用不動産・

未成工事支出金 

個別法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

なお、販売用不動産のうち、賃貸に供している

物件については有形固定資産に準じて償却を行

っております。 

b.製品・仕掛品 月次移動平均法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

c.商品・原材料 月次移動平均法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 
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e.貯蔵品 個別法による原価法 

  

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法  

①有形固定資産（リース資産を除く） 定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得し

た建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４

月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物

については定額法）によっております。 

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税

法の規定する方法と同一の基準によっておりま

す。 

ただし、事業用借地上の建物等については、当

該契約期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。 

②無形固定資産（リース資産を除く） ソフトウェア（自社利用）については、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。 

③リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。 

④長期前払費用 均等償却によっております。 

  

(3)重要な引当金の計上基準  

 ①貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債

権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については、個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額

の当期負担額を計上しております。 

③完成工事補償引当金 引渡済建物の契約不適合責任に基づく補償費の支

出に備えるため、過去の実績を基礎に、将来の補

償を加味した金額及び準耐火建築物に関する不適

合施工にかかる是正工事の見込金額を計上してお

ります。 

④役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職

慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しており

ます。 

(4)退職給付に係る会計処理の方法 当社及び連結子会社１社 

退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、

退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付

債務とする方法を用いた簡便法を適用しておりま

す。 

(5)重要な収益及び費用の計上基準 当社及び連結子会社は、約束した財又はサービ

スの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で

収益を認識しております。 

主要な事業における主な履行義務の内容及び収

益を認識する通常の時点については、注記（収益

認識に関する注記）に記載のとおりです。 
(6)その他連結計算書類作成のための基本

となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

控除対象外消費税等については、販売費及び一

般管理費に計上しております。 
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（会計上の見積りに関する注記） 

（販売用不動産の評価） 

１．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

販売用不動産 5,243,851 千円 

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

(1) 算出方法 

販売用不動産の評価は、個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）を採用しており、販売見込額から販売費等を控除した正味売却価額が取得原価を

下回る場合には、棚卸資産評価損を計上しております。 

(2) 主要な仮定 

販売用不動産の正味売却価額の見積りの基礎となる販売見込額は、物件ごとの現況

に応じて、物件の立地、規模、周辺の売買取引事例、販売実績、又は不動産鑑定士によ

る評価結果等を踏まえ算出しております。 

(3) 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響 

販売用不動産については、物件ごとに特性があり、景気動向、金利動向、地価動向

及び住宅税制等の影響を受け、当該見積りは変動する可能性があります。その結果、

販売用不動産の正味売却価額の見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、

翌連結会計年度の連結計算書類における販売用不動産の金額に重要な影響を与える可

能性があります。 

 
（固定資産の減損） 

住宅事業 株式会社フォレストノートにおける固定資産の減損 

１．当連結会計年度末の連結計算書類に計上した金額 

有形固定資産 804,553 千円、無形固定資産 31,105 千円、長期前払費用 8,750 千円 

２． 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

(1) 算出方法 

当社グループは、継続的な営業赤字や回収可能価額を著しく低下させる使用方法の

変化等、減損の兆候が認められる固定資産について、資産グループから得られる割引

前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較し、減損損失の認識が必要と判断

された場合、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、帳簿価額の減少額は減損損失とし

て認識することとしております。 

当連結会計年度においては、株式会社フォレストノートの資産グループについて、

建築資材の需要低迷の影響によって収益性が低下したため、当該事業に減損の兆候が

あると判断し、減損損失の認識要否について検討を行いました。検討の結果、割引前

将来キャッシュ・フローが固定資産帳簿価額を上回ったことから、減損損失の認識は

不要と判断しております。 

(2) 主要な仮定 

株式会社フォレストノートの減損損失の認識の要否の判定にあたっては、取締役会

において承認された事業計画を基礎として将来のキャッシュ・ フローを見積っており

ます。将来キャッシュ・フローの算出に用いた主要な仮定は、事業計画の基礎となる

将来の予想販売単価及び予想販売戸数としております。予想販売単価及び予想販売戸

数は当該資産グループが属する市場の将来予測を基準として見積っております。 
(3) 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響 

上記の事業計画及び主要な仮定は現時点の最善の見積りを反映しているものの、見

積りに用いた仮定は不確実性を伴うため、当該仮定に状況変化が生じた場合には翌連

結会計年度において減損損失を計上する可能性があります。 
 
 
 
 



－ 8 － 

（繰延税金資産の回収可能性） 
１． 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

繰延税金資産  100,984 千円 

２． 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

(1) 算出方法 

当社グループは、将来減算一時差異等に対して、将来の事業計画に基づく課税所得

の見積りにより繰延税金資産の回収可能性を判断しております。 

(2) 主要な仮定 

見積りの主要な仮定は、将来の売上高等を含む課税所得の予測であり、過去の 
実績や現在の状況を踏まえた将来の事業計画を基に見積もっております。 

(3) 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響 

繰延税金資産の回収可能性に関する見積りは、将来の不確実な経済状況の影響を受

ける可能性があり、実際の業績が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結計

算書類に重要な影響を与える可能性があります。 
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（連結貸借対照表に関する注記） 
１．有形固定資産の減価償却累計額 5,698,555 千円 

減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。 

   

２．担保に提供している資産   

   商品及び製品 345,028 千円 

   仕掛品 452,718 千円 

   原材料 461,611 千円 

販売用不動産 1,452,483 千円 

仕掛販売用不動産 1,542,502 千円 

未成工事支出金 333,585 千円 

建物 853,597 千円 

構築物 32,310 千円 

土地 1,317,391 千円 

建設仮勘定 3,207,274 千円 

      計 9,998,505 千円 

   

上記に対応する債務   

短期借入金 3,227,250 千円 

１年内返済予定長期借入金 495,005 千円 

長期借入金 4,836,161 千円 

      計 8,558,417 千円 

   

３．偶発債務   

   保証債務   

販売顧客の金融機関からの借入金 82,886 千円 

 

（連結株主資本等変動計算書に関する注記） 

１．当連結会計年度の末日における発行済株式の数  1,480,000株 

 

２．自己株式の数に関する事項 

株 式 の 種 類 
前連結会計年度末

の株式数（株） 

当連結会計年度 

増加株式数（株） 

当連結会計年度 

減少株式数（株） 

当連結会計年度末

の株式数（株） 

普 通 株 式 21,917 － － 21,917 

 

３．当連結会計年度中の配当支払額 

該当事項はありません。 

 

４．基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度の末日

後となるもの 

該当事項はありません。 
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（金融商品に関する注記） 

１．金融商品の状況に関する事項  
（1）金融商品に対する取組方針 

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達については

主として銀行借入による方針であります。なお、デリバティブ取引は行っておりませ

ん。 

（2）金融商品の内容及びそのリスク 
営業債権である完成工事未収入金及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりま

す。投資有価証券は、主として取引先企業との業務に関連する株式であり、市場価格の

変動リスクに晒されております。営業債務である工事未払金及び買掛金は、すべて１年

以内の支払期日であります。借入金及び社債は主として営業取引に係る資金調達であり

ます。なお、借入金の一部については変動金利であるため、金利変動のリスクに晒され

ております。  
信用リスクに関しては、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行っております。 
市場リスクに関しては、定期的に時価を把握し、取引先企業との関係を勘案して保有

状況を継続的に見直しております。 
資金調達に係る流動性リスクに関しては、金利動向を随時把握し、事業計画に織り込

むことにより適切に管理しております。 
 
２．金融商品の時価等に関する事項 

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。な

お、重要性の乏しいものは以下に含めておりません。 

  
連結貸借対照表 

計上額（千円） 
時価(千円) 差額(千円) 

投資有価証券 

その他有価証券 

 

6,449 

 

6,449 

 

－ 

資産計 6,449 6,449 － 

社債 

(１年内償還予定を含む。) 
1,368,200 1,351,374 △16,825 

長期借入金 

(１年内返済予定を含む。) 
8,187,000 8,017,034 △169,966 

負債計 9,555,200 9,368,408 △186,792 

（注）現金は注記を省略しており、連結会計年度末日から短期間で決済される金融商品等、時価

が帳簿価額と一致又は近似している金融資産及び負債は注記を省略しております。 
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３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価

格により算定した時価  

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプッ

ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン

プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時

価を分類しております。 

区分 
時価（千円） 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 

その他有価証券 
 

6,449 

 

－ 

 

－ 

 

6,449 

資産計 6,449 － － 6,449 

社債 

(１年内償還予定を含む。) 
－ 1,351,374 － 1,351,374 

長期借入金 

(１年内返済予定を含む。) 
－ 8,017,034 － 8,017,034 

負債計 － 9,368,408 － 9,368,408 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

投資有価証券 

当社グループが保有している投資有価証券は上場株式であります。上場株式は活発な市場で

取引されているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。 

 

社債及び長期借入金 

社債及び長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される

利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 
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（収益認識に関する注記） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

セグメントの名称 主要な財又はサービス 金額（千円） 

住宅事業 

分譲住宅及び土地販売 25,286,675 

注文住宅 931,269 

建設資材 1,967,954 

リフォーム 509,427 

その他 401,991 

小計 29,097,318 

余暇事業 

施設利用料 2,516,424 

その他 195,667 

小計 2,712,091 

都市事業 

収益不動産販売 1,087,465 

その他 249,127 

小計 1,336,592 

顧客との契約から生じる収益 33,146,002 

都市事業 不動産賃貸 74,969 

その他 不動産賃貸 605 

その他の収益計 75,575 

外部顧客への売上高 33,221,577 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

（分譲住宅及び土地販売） 

分譲住宅及び土地の販売は、顧客との不動産売買契約に基づき、物件の引渡時に履行義

務が充足されると判断し、一時点で移転される財として収益を認識しております。 

 

（収益不動産販売） 

収益不動産の販売は、顧客との不動産売買契約に基づき、物件の引渡時に履行義務が充

足されると判断し、一時点で移転される財として収益を認識しております。 

 

（建設資材） 

顧客に集成材、建設資材等を納品した時点で支配が移転し、履行義務が充足されるもの

と判断しており、その時点で収益を認識しております。財又はサービスの支配が顧客に移

転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識して

おります。 

 

（注文住宅） 

注文住宅の建築請負は、顧客との請負工事契約に基づき、工事の進捗に応じて履行義務

が充足されると判断し、一定の期間にわたり移転される財として進捗度に応じた収益を認

識しております。ただし、取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点ま

での期間がごく短い契約は、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。 

 

（リフォーム） 

リフォームは、主に顧客(一般消費者及び法人等)との請負工事契約に基づき、工事を行う

義務を負っております。契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれ

る時点までの期間がごく短いため、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を

充足した時点で収益を認識しております。 
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（施設利用料） 

当社グループは、ゴルフ場運営、ホテル運営、公園運営を行っており、顧客に対し、施設利

用のサービス提供や物品の販売等を行っております。当社グループの履行義務は、顧客にサ

ービス等を提供した時点又は物品の引き渡しにより顧客がその支配を獲得した時点で充足さ

れると判断し、同時点で収益を認識しております。 
 

なお、当社グループの取引に関する支払条件は通常短期の内に支払期日が到来し、契約に

重要な金融要素は含まれておりません。 
 

３．当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報 

（1）契約負債の残高等 

当連結会計年度において、当社における顧客との契約から計上された契約負債は以

下のとおりであります。 

契約負債（期首残高） 123,659 千円 

契約負債（期末残高）  52,331 千円 

契約負債は、主に戸建住宅の不動産売買契約に基づいて、顧客から受領した手付金

等であります。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。 
当連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた

額は 123,659 千円であります。 

 
（2）残存履行義務に配分した取引価格 

 当社において、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な取引はありませ

ん。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金

額はありません。 
 
（１株当たり情報に関する注記） 

１．１株当たり純資産額 3,061.66円 

２．１株当たり当期純損失（△） △1,623.83円 
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（重要な後発事象に関する注記） 

会社分割による持株会社体制への移行 

当社は2024年１月11日開催の取締役会での決議により2024年６月１日を効力発生日として、吸

収分割の方法で当社が営む住宅事業を当社の100％子会社である株式会社ウッドコンストラクシ

ョンに承継し、持株会社体制へ移行いたしました。 

 

１．持株会社体制への移行の目的 
 現況での当社グループの対処すべき課題としては、少子高齢化、人口減などの社会変化に伴

い住宅市場の縮小が現実化しているなか、既存事業である住宅事業の競争力と独自性を強化し、

コスト、品質及びサービスにおいてさらに商品性を磨くことが必要であると考えております。 

 当社グループでは長期的な観点で利益貢献及び環境貢献を目指す大型製材工場投資に着手し

ており、木質資源を多様的に利用する事業モデルの構築を進めております。さらに、中長期的

には住宅事業に接する事業である「非住宅木造」、「都市木造」等の建設事業を伸長させてい

く方針です。 

 このような状況を鑑みた結果、当社グループは持株会社体制に移行することにより、社会環

境、経営環境等の変化に機動的に対応できる経営体制を構築することが必要不可欠であるとの

判断に至りました。 

 持株会社を中核として更なるガバナンスの強化、事業の採算性及び事業責任の明確化により

グループ各社の自立と連携を図りながら、企業価値の向上に取り組んでまいります。 

 

２．本吸収分割の要旨 
（1）本吸収分割の日程 

吸収分割契約承認取締役会決議日  2024年３月18日 

吸収分割契約締結日        2024年３月18日 

吸収分割効力発生日        2024年６月１日 

（注）本吸収分割は、当社においては会社法第784条第２項に規定する簡易分割である

こと、承継会社においては会社法第796条第１項に規定する略式分割であること

から、それぞれ吸収分割契約等の承認に関する株主総会を開催せず実施しまし

た。 

 

（2）本吸収分割の方法 
当社を吸収分割会社とし、当社の 100％子会社である株式会社ウッドコンストラクシ

ョンを吸収分割承継会社とする吸収分割であります。 
（3）本吸収分割に係る割当の内容 

本吸収分割による株式その他の金銭等の交付はありません。 
（4）本吸収分割に伴う当社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱 

当社は新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりませんので、該当事項はあ

りません。 
（5）本吸収分割により増減する資本金等 

当社の資本金に変更はありません。 
（6）承継会社が承継する権利義務 

本承継事業に関して有する資産、負債及び契約その他の権利義務（契約上の地位を

含みます。）等のうち、吸収分割契約書に記載されるものとします。 
なお、債務の承継は併存的債務引受の方法によるものとします。 

（7）債務履行の見込み 
当社及び承継会社の債務の履行の見込みについては、問題ないと判断しておりま

す。 
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３．本吸収分割後の当事会社の状況 
 吸収分割会社 吸収分割承継会社 

(1) 名称 株式会社ウッドフレンズ 株式会社ウッドコンストラクション 

(2) 所在地 名古屋市中区栄四丁目５番３号 名古屋市中区栄四丁目５番３号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 前田 和彦 代表取締役 林 知秀 

(4) 事業内容 住宅の企画設計、施工及び販売等 

ホテル運営及び施設運営受託 

収益不動産の開発及び賃貸運営 

建築物の企画設計、施工及び販売 

(5) 資本金 279百万円 20百万円 

(6) 決算期 ５月31日 ５月31日 

 

４．分割する部門の概要 
（1）分割する部門の事業内容 

当社が営む事業のうち、住宅事業（住宅の企画設計、施工及び販売等）を分割しま

した。 

（2）分割する部門の経営成績（2023 年５月期：連結） 

売上高       40,009 百万円 

セグメント利益     728 百万円 

 

５．実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１

月16日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。 
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４．計算書類の「個別注記表」 

 

（重要な会計方針） 

１．有価証券の評価基準及び評価方法  

(1) 子会社株式 移動平均法による原価法 

(2) その他有価証券  

市場価格のない株式等以外の 

もの 

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算出） 

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法 

  

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法  

(1) 販売用不動産・仕掛販売用不動産・

未成工事支出金 

個別法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

なお、販売用不動産のうち、賃貸に供している

物件については有形固定資産に準じて償却を行

っております。 

(2) 商品・原材料 月次移動平均法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

(3) 貯蔵品 個別法による原価法 

  

３．固定資産の減価償却の方法  

(1) 有形固定資産(リース資産を除く) 定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得し

た建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４

月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物

については定額法）によっております。 

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税

法の規定する方法と同一の基準によっておりま

す。 

ただし、事業用借地上の建物等については、当

該契約期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。 

(2) 無形固定資産(リース資産を除く) ソフトウェア（自社利用）については、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。 

(3) リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。 

(4) 長期前払費用 均等償却によっております。 

  

４．引当金の計上基準  

 (1) 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については、個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。 

(2) 賞与引当金 

 

 

 

 

従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額

の当期負担額を計上しております。 
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(3) 完成工事補償引当金 引渡済建物の契約不適合責任に基づく補償費の支

出に備えるため、過去の実績を基礎に、将来の補

償を加味した金額及び準耐火建築物に関する不適

合施工にかかる是正工事の見込金額を計上してお

ります。 

(4) 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職

慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しており

ます。 

(5) 退職給付引当金 従業員の退職金の支払に備えて、期末における退

職給付債務の見込額に基づき計上しております。

退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職

給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務

とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

５．重要な収益及び費用の計上基準 当社は、約束した財又はサービスの支配が顧客に

移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受

け取ると見込まれる金額で収益を認識しておりま

す。 

主要な事業における主な履行義務の内容及び収益

を認識する通常の時点については、注記（収益認

識に関する注記）に記載のとおりであります。 

 

（会計上の見積りに関する注記） 
（販売用不動産の評価） 

１．当事業年度の計算書類に計上した金額 

販売用不動産 5,233,559 千円 

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

「連結注記表」（会計上の見積りに関する注記）の事項と同一のため記載を 

省略しております。 

 

（繰延税金資産の回収可能性） 

１． 当事業年度の計算書類に計上した金額 

繰延税金資産 ―千円 

２． 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

「連結注記表」（会計上の見積りに関する注記）の事項と同一のため記載を 

省略しております。 
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（貸借対照表に関する注記） 

１．関係会社との金銭債権及び金銭債務 

（区分掲記されたものを除く） 

  

短期金銭債権 50,457 千円 

短期金銭債務 302,983 千円 

   

２．有形固定資産の減価償却累計額 952,462 千円 

減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。 

   

３．担保に提供している資産   

販売用不動産 1,452,483 千円 

仕掛販売用不動産 1,542,502 千円 

未成工事支出金 333,585 千円 

建物 853,487 千円 

構築物 32,256 千円 

土地 1,291,391 千円 

建設仮勘定 3,207,274 千円 

      計 8,712,982 千円 

   

上記に対応する債務   

短期借入金 2,327,250 千円 

１年内返済予定長期借入金 488,345 千円 

長期借入金 4,830,036 千円 

      計 7,645,632 千円 

   

４．偶発債務   

   保証債務   

子会社の金融機関からの借入金 1,403,682 千円 

販売顧客の金融機関からの借入金 82,886 千円 

      計 1,486,568 千円 

 
（損益計算書に関する注記） 

１．関係会社との取引高       

営業取引の取引高 1,558,103 千円 

営業取引以外の取引高 33,360 千円 

   

２．通常の販売目的で保有する棚卸資産の

収益性の低下による簿価切下額 
  

売上原価 127,084 千円 
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（株主資本等変動計算書に関する注記） 
自己株式の数に関する事項 

株 式 の 種 類 
前事業年度末の 

株式数（株） 

当事業年度 

増加株式数（株） 

当事業年度 

減少株式数（株） 

当事業年度末の 

株式数（株） 

普 通 株 式 21,917 － － 21,917 

 

（収益認識に関する注記） 

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表」（収益認識

に関する注記）と同一の内容であるため、記載を省略しております。 

 

（税効果会計に関する注記） 

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳 

（繰延税金資産）   

税務上の繰越欠損金 514,893 千円 

会社分割による子会社株式 142,719 千円 

棚卸資産評価損超過 42,648 千円 

役員退職慰労引当金繰入超過 48,890 千円 

減損損失 24,265 千円 

完成工事補償引当金繰入超過 23,482 千円 
賞与引当金繰入超過 24,160 千円 

資産除去債務 25,890 千円 

その他 12,096 千円 
繰延税金資産小計 859,048 千円 

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △514,893 千円 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △335,210 千円 
評価性引当額小計 △850,104 千円 

繰延税金資産合計 8,944 千円 
（繰延税金負債）   
   その他有価証券評価差額金 △1,049 千円 

資産除去債務 △19,203 千円 

固定資産圧縮積立金 △10,191 千円 

繰延税金負債合計 △30,445 千円 

繰延税金負債の純額 △21,501 千円 
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（関連当事者取引に関する注記） 

１．子会社及び関連会社 

種 類 
会社等の 

名  称 
住 所 

事業の 

内 容 

議決権等の

所有 

（被所有） 

割合（％） 

関係内容 
取引の 

内 容 

取引金額 

（千円） 
科 目 

期末残高 

（千円） 
役員の 

兼任等 

事業上 

の関係 

子会社 

株式会社 

フォレス

トノート 

名古屋市 

中区 

建設 

資材の 

製造・

販売等 

100.0 

(－) 

兼任 

－名 

建設資材

の購入及

び資金貸

付 

建築資材の 

購入 

（注）１ 

1,053,340 
工事 

未払金 
264,895 

資金の 

貸付 

（注）２ 

680,000 － － 

資金の 

回収 

（注）２ 

60,008 

関係会社

短期 

貸付金 

660,000 

１年内 

回収予定 

の関係会

社長期 

貸付金 

 

40,008 

 

関係会社

長期 

貸付金 

89,938 

資金の 

貸付による 

利息の受取 

（注）２ 

3,879 － － 

事務委託 

手数料の 

受取 

（注）１ 

14,905 － － 

借入債務等

に対する 

債務保証 

（注）３ 

1,403,682 － － 

子会社 

森林公園

ゴルフ場

運営 

株式会社 

名古屋市

中区 

ゴルフ

場 建

設・経

営管理 

70.0 

(－) 

兼任 

1名 
資金借入 

資金の 

借入 

（注）２ 

1,400,000 － － 

資金の 

返済 

（注）２ 

1,400,000   

資金の 

借入による 

利息の支払 

（注）２ 

4,081 － － 

 

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等 

１．取引条件については、第三者取引条件を勘案して双方で合意した取引条件によってお

ります。 

２．資金の貸付金利および借入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定してお

ります。なお、担保は受け入れておりません。 

３．金融機関からの借入金に対し、当社が債務保証を行っております。なお、当該債務

保証に対して保証料を受領しております。 
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２．役員及び主要株主等 

種 類 
会社等の名称 

または氏名 

議決権等

の所有 

（被所有） 

割合（％） 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

役員及び 

その近親者 
林知秀 2.99 当社役員 

注文住宅の

販売 
69,696 売上高 － 

（注）取引条件については、第三者取引条件を勘案して双方で合意した取引条件によっておりま

す。 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１．１株当たり純資産額 2,410.73円 

２．１株当たり当期純損失（△） △1,046.93円 

 

（重要な後発事象に関する注記） 

 「連結注記表」（重要な後発事象に関する注記）の事項と同一のため記載を省略しております。 


